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ア
ラ
ラ
ギ
の
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
る
富

士
見
町
に
は
、
以
前
か
ら
ア
ラ
ラ
ギ
の
源

流
を
訪
ね
な
が
ら
落
合
の
地
に
来
て
、
森

山
汀
川
の
生
家
や
奥
つ
城
（
墓
所
）
の
在

り
か
を
尋
ね
る
人
た
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
汀
川
が
逝
去
し
て
半
世
紀
が
過

ぎ
、
家
屋
は
傷
み
、
ま
た
地
元
に
あ
っ
て

も
案
内
を
で
き
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
実
情
の
な
か
で
、
平
成
12

年
町
議
会
で
生
家
保
存
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
、
町
で
は
文
化
財
専
門
審
議
会
で

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が

激
し
い
こ
と
か
ら
保
存
に
つ
い
て
は
断
念

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ご
親
族
の
皆
様
か
ら
、
「
地

域
の
人
た
ち
に
喜
ば
れ
る
よ
う
に
活
用
し

て
ほ
し
い
。
」 

と
土
地
家
屋
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。�

　
町
で
は
昨
年
度
、
生
家
と
土
蔵
の
撤
去

及
び
、
周
辺
樹
木
の
手
入
れ
を
行
い
、
汀

川
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
の

整
備
が
進
み
ま
し
た
。

　
本
年
度
に
入
り
、
歌
碑
建
立
実
行
委
員

会
で
は
、
地
元
神
代
区
や
近
隣
集
落
に
協

力
を
依
頼
、
短
歌
会
や
地
域
を
中
心
と
し

た
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

歌
碑
の
ほ
か
、
銘
板
、「
生
家
・
住
居
跡
」

の
碑
、
「
井
戸
跡
」
の
碑
、
墓
所
へ
の
道

標
等
を
建
立
し
ま
し
た
。

〈
歌
碑
建
立
ま
で
〉

除　幕　式

　
富
士
見
町
神
代
出
身
の
ア
ラ
ラ
ギ
派
歌
人
、
森
山
汀
川
の

生
家
跡
地
に
こ
の
ほ
ど
歌
碑
が
建
立
さ
れ
、
10
月
２
日 

除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
歌
碑
は
、
生
地
を
所
有
す
る
ご
親
族
の
皆
様
か
ら
町

が
同
地
の
寄
付
を
受
け
た
こ
と
を
契
機
に
、
短
歌
関
係
者
や

地
域
住
民
で
つ
く
る
「
森
山
汀
川
生
地
歌
碑
建
立
実
行
委
員

会
」
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
で
建
立

し
た
も
の
で
す
。

も
り
や
ま

て
い
せ
ん



　
昨
日
よ
り
も
青
み
を
も
っ
て
き
て
は
い

る
が
、
ま
だ
濁
り
の
残
っ
て
い
る
川
浪
が

自
分
の
目
の
前
に
湧
き
返
っ
て
押
し
寄
せ

て
来
て
い
る
と
い
う
、
動
き
の
大
き
な
自

然
詠
の
短
歌
で
す
。

　
こ
の
歌
を
詠
む
時
の
川
浪
を
観
照
す
る

汀
川
の
眼
差
し
が
浮
ん
で
き
ま
す
。
幼
い

時
か
ら
釜
無
川
を
見
つ
め
て
き
た
汀
川
の

胸
の
中
で
湧
き
上
が
っ
て
き
た
も
の
は
、

何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
様
々
に
想
い

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
自
筆
の
書
は
、
汀
川
自
身
が
推
考

を
重
ね
、
愛
着
を
持
っ
て
晩
年
半
折
に
し

た
た
め
、
親
し
く
し
て
い
た
歌
友
の
ア
ラ

ラ
ギ
同
人
田
中
周
三
氏
に
贈
っ
た
も
の
で

す
。
　
歌
道
発
展
、
地
域
文
化
発
展
の
た
め
に

力
を
尽
く
さ
れ
た
郷
土
の
歌
人
森
山
汀
川

を
偲
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
短
歌
と
し
て
、
こ

の
一
首
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
御
嶽
黒
光

真
石
の
碑
に
は
、
汀
川
自
筆
の
半
折
の
書

が
原
寸
大
で
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
家
跡
の
井
戸
の
歌
碑
に
は
、

次
の
短
歌
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
生
家
跡
裏
手
の
急
な
坂
道
を
し
ば
ら
く

登
り
天
狗
社
前
を
左
に
入
っ
て
行
く
と
、

雑
木
林
の
中
に
汀
川
の
墓
所
が
あ
り
ま
す
。

墓
石
の
横
に
据
え
ら
れ
た
歌
碑
に
は
、
次

の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
皆
さ
ん
も
こ
の
地
に
足
を
運
ば

れ
、
日
本
人
の
心
、
郷
土
の
心
を
詠
う
短

歌
に
触
れ
、
薫
り
高
い
日
本
文
化
を
味
わ

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
森
山
汀
川
の
功
績
を
顕
彰
し

私
た
ち
の
町
の
誇
り
と
す
る
と
共
に
、
こ

の
地
が
地
域
文
化
の
礎
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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郷土が生んだ歌人 ～森山汀川～特 集

　
汀
川
は
明
治
13
（
１
８
８
０
）
年
、
落

合
村
神
代
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
本
名
は
、

藤
一
。
７
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て
の
び

の
び
し
た
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
た
よ
う

で
す
。

　
落
合
小
学
校
に
入
学
し
た
汀
川
は
、
当

時
の
岩
本
節
次
校
長
の
感
化
を
受
け
、
そ

の
文
学
的
才
能
を
開
花
し
て
い
き
ま
し
た
。

俳
句
を
好
ん
だ
汀
川
は
、
諏
訪
実
科
中
学

校
（
諏
訪
中
学
校
・
現
諏
訪
清
凌
高
校
）

時
代
は
校
内
に
俳
句
の
会
を
発
足
さ
せ
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
な
ど
に
投
稿
す
る
文
学
青
年

で
し
た
。

　
明
治
33
年
、
上
京
し
た
汀
川
は
高
浜
虚

子
を
訪
ね
、
正
岡
子
規
の
門
を
叩
い
て
面

会
。
そ
の
後
、
岩
本
木
外
に
俳
句
を
、
島

木
赤
彦
に
作
歌
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
22
歳
で
境
小
学
校
の
教
員
と
な
り
、
赤

彦
ら
と
「
比
牟
呂
」
を
創
刊
。
教
員
生
活

の
傍
ら｢

馬
酔
木
」
な
ど
に
も
係
り
ま
し

た
。
　

　
42
年
「
比
牟
呂
」
と
「
阿
羅
々
木
」
の

合
併
に
よ
り
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
同
人
と
な
り
、

以
降
短
歌
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
　
昭
和
４
年
に
ア
ラ
ラ
ギ
の
選
者
と
な
っ

て
か
ら
は
、
信
州
に
お
け
る
ア
ラ
ラ
ギ
の

指
導
者
と
し
て
邁
進
し
た
ほ
か
、
長
塚
節

全
集
、
赤
彦
全
集
、
土
田
耕
平
遺
稿
集
な

ど
に
も
係
り
、
富
士
見
公
園
の
赤
彦
歌
碑

建
立
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

　
昭
和
21
年
、
病
身
を
押
し
て
甲
信
越
ア

ラ
ラ
ギ
地
方
紙
「
比
牟
呂
」
を
創
刊
し
ま

し
た
が
、
完
治
す
る
こ
と
な
く
９
月
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
直
な
汀
川
の
人
柄
は
、
島
木
赤
彦
、

斎
藤
茂
吉
、
伊
藤
左
千
夫
、
土
屋
文
明
、

土
田
耕
平
ら
の
ア
ラ
ラ
ギ
歌
人
た
ち
と
の

深
い
交
流
を
生
み
、
日
本
の
短
歌
史
に
大

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
〈
森
山
汀
川
発
刊
歌
集
〉

　
　
『
峠
路
』
『
雲
垣
』
『
樹
雫
』

〈
碑
に
刻
ま
れ
た
自
筆
の
短
歌
〉

森

山

汀

川

覗
き
見
し
井
戸
の
深
さ
を
思
ひ
つ
つ

下
げ
し
釣
瓶
の
底
ご
も
る
音

森  山  汀  川 （昭和12年 58歳）
と
う
げ
じ

く
も
が
き

き
し
ず
く

子
規
左
千
夫
赤
彦
に
ま
み
え
良
き
友
と

た
づ
さ
は
り
来
て
老
に
入
り
た
る

※
本
特
集
は
、
森
山
汀
川
生

地
歌
碑
建
立
記
念
誌
よ
り

抜
粋
、
及
び
宮
坂
丹
保
著

「
森
山
汀
川
あ
て
書
簡
に

み
る
ア
ラ
ラ
ギ
巨
匠
た
ち

の
素
顔
」、
北
沢
敏
郎
著
「
評

伝 

歌
人
森
山
汀
川
」、「
高

原
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
示

図
録
」
を
参
考
に
掲
載
し

ま
し
た
。

昨
日
よ
り
も
青
み
を
も
ち
て
に
こ
り
浪

吾
か
目
の
前
に
た
き
ち
く
る
か
も
　
　 

汀
川

つ
る

べ

も
り

や
ま

て
い

せ
ん
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平
成
１８
年
度

決 

算 

状 

況

平
成
１８
年
度

決 

算 

状 

況

　

富
士
見
町
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
７
つ
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計

な
ど
２
つ
の
企
業
会
計
に
つ
い
て
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
な
ど
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
暮
ら
し
に
ど
う
役
立
っ
た
の

か
、
ま
た
財
政
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
に
公
表
し

て
い
ま
す
。

町　税� 町民税、固定資産税、入湯税、たばこ税、軽自動車税

財産収入� 町の財産（土地、物品、基金）などから生まれた収益

諸収入� 他の収入科目に含まれない収入を包括した収益

分担金及び負担金� 事業費の一部を負担していただくときの収入

繰入金� 基金などの積立金の取り崩しによるもの

使用料及び手数料� 町の施設等を使用した場合の収入

地方交付税� 町の財政規模に応じ不足する経費を国から交付されるもの

町　債� 事業を実施する場合に借り入れる資金（一定金額は交付税

� として次年度以降に交付される場合がある）

国庫支出金� 事業ごとに国から交付されるお金

県支出金� 事業ごとに県から交付されるお金

＊小、中学校施設補修事業
� 5,198万円
＊中間教室設置事業
� 398万円
＊図書館、博物館の運営事業
� 3,191万円
＊文化財保護、井戸尻考古館の
　運営事業� 3,025万円
＊生涯スポーツ振興事業
� 665万円

〈次世代を育てるための
　　　教育文化の向上事業〉

＊道路、河川の整備
� 2億1,421万円
＊防災対策事業（防災備蓄倉庫購入他）
� 3,541万円
＊耐震診断補強事業
� 1,046万円
＊リサイクル推進事業
� 2,052万円
＊災害復旧事業
� 4,372万円

〈安心して暮せるための
　生活基盤の整備・防災対策事業〉

＊障害者等支援費事業
� 2億6,725万円
＊各種検診予防事業
� 3,671万円
＊在宅老人福祉事業
� 2,938万円
＊おたっしゃ生きがい生活支援事業
� 1,166万円
＊清泉荘機能回復公園整備事業
� 902万円

〈高齢者・障害者支援と福祉・
　　　保健・医療の連携事業〉

【歳　入】

町　税
25億9,284万
1千円
（37.6%）

交付金等
6億4,183万3千円
（9.3%）

県支出金
2億9,086万2千円
（4.2%）

諸収入
2億9,593万
2千円
（4.3%）

分担金及び負担金
・寄附金
1億4,458万4千円
（2.1%）

繰入金・繰越金
4億2,594万7千円
（6.2%）

使用料及び手数料
8,451万2千円
（1.2%）

地方交付税
18億4,460万7千円
（26.8%）

町　債
3億3,820万円
（4.9%）

国庫支出金
2億1,036万1千円
（3.1%）

財産収入
1.941万4千円
（0.3%）

平成18年度の主な事業

＊農地の荒廃等防止事業
� 1億442万円
＊有害鳥獣防除事業
� 1,036万円
＊観光振興事業
� 4,507万円
＊花と心の里山推進事業
� 2,810万円
＊信州森の小径整備事業
� 350万円

〈産業基盤の強化による
　　　産業と観光振興事業〉

集落が町補助金を受け、配備を進める防災資
機材（仮設トイレの組立実習・・防災訓練にて）

清泉荘機能回復公園整備

入ったお金

68億8,909万3千円
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　財政力を示す指数で、町が標準的水準で

行政を行った場合に必要な経費（基準財政
需要額）に対する、徴収が見込まれる町税
などの収入額（基準財政収入額）の割合を
表します。この指数が１に近いほど財政的
に余裕があるといえます。

　
地
方
分
権
の
時
代
に
あ
っ
て
、
国
の
財
政
構

造
改
革
や
景
気
回
復
の
不
透
明
さ
に
よ
る
企
業

の
動
向
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
等
の
影
響
に
よ

り
厳
し
い
財
政
状
況
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
行
財
政
改
革
に
よ
る
経
費
の
節
減

や
行
政
改
革
大
綱
、
事
務
事
業
評
価
等
に
よ
る

事
業
の
見
直
し
や
、
安
全
・
安
心
の
町
づ
く
り
、

少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
等
の
重
点
事
業
へ

の
積
極
的
な
対
応
に
よ
り
、
財
政
の
健
全
化
を

優
先
し
た
効
率
的
な
財
政
運
営
を
図
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
決
算
の
状
況
は
、
歳
入
総
額
６
８

億
８
９
０
９
万
３
千
円
（
前
年
対
比
９
９
・
７

％
）
、
歳
出
総
額
６
５
億
７
２
０
３
万
８
千
円

（
前
年
度
対
比
９
８
・
９
％
）
と
な
り
、
歳
入

歳
出
と
も
決
算
額
が
前
年
度
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
主
な
要
因
は
、
歳
入
で
は
町
税
や
地

方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
減
収
、
歳
出
で

は
道
路
改
良
、
施
設
建
設
な
ど
の
大
型
事
業
の

完
了
や
公
債
費
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
す
。
歳

入
歳
出
の
差
し
引
き
額
は
、
３
億
１
７
０
５
万

５
千
円
で
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
（
繰

越
明
許
費
）
２
４
５
万
６
千
円
を
差
し
引
き
実

質
収
支
額
は
、
３
億
１
４
５
９
万
９
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

〔
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
状
況
〕

議会費� 議員活動、議会活動に使われるお金

総務費� 一般事務経費（他の費目に当てはまらないもの）として

� 使うお金

民生費� 児童福祉、高齢者福祉、障害者福祉などに使うお金

教育費� 学校教育、社会教育の充実に使うお金

土木費� 道路や河川、公園や町並み整備などに使うお金

商工費� 商工業の振興や観光宣伝、観光施設の整備に使うお金

農林水産業費� 農業の振興や農道、水路の整備に使われるお金

消防費� 消防活動や救急、防災などに使われるお金

衛生費� 健康づくりや疾病予防、ごみ処理のために使われるお金

特別会計の状況
（単位：千円）

企業会計の状況
（単位：千円）

会　　　　　　　　計 歳　　入 歳　　出

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

有 線 放 送 電 話 特 別 会 計

観 光 施 設 貸 付 事 業 特 別 会 計

富 士 見 財 産 区 特 別 会 計

本郷・落合・境財産区特別会計

乙 事 財 産 区 特 別 会 計

1,282,662

1,516,453

83,177

293,685

8,448

297,195

7,356

1,159,548

1,516,446

79,156

282,806

7,589

295,606

6,147

会　　　　　　　　計 歳　　入 歳　　出

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

699,789

16,807

1,245,150

161,675

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

576,542

360,773

1,065,290

660,898

【歳　出】

議会費
8,426万円
（1.3%）

その他
393万2千円（0.1%）

災害復旧費
4,371万9千円
（0.7%）

総務費
7億5,225万
6千円
（11.4%）

教育費
8億3,088万
4千円
（12.6%）

土木費
8億530万5千円
（12.3%）

商工費
6億5.362万6千円
（9.9%）

農林水産業費
4億9,689万9千円
（7.6%）

衛生費
5億8,322万円
（8.9%）

労働費
1,103万6千円
（0.2%）

公債費
7億7,090万2千円
（11.7%）

消防費
3億1,840万
8千円
（4.8%）

民生費
12億1,759万
1千円
（18.5%）

〔財政力指数〕
17年度0.590　18年度0.588

　町税や地方交付税などの一般的な収入（標
準財政規模）に占める借金返済費用（公債費）
の３ヵ年の平均の割合を表します。上下水
道など公営企業が支払う元利償還金に対
する一般会計からの繰出金や、一部事務組
合などの公債費に準じた経費が加えられ
ます。この比率が25％を超えると、一部の
借入について制限がされます。

〔実質公債費比率〕
17年度15.1％　18年度14.6％

　人件費、扶助費、公債費などのように毎
年度経常的に支出される経費（経常的経費）
に使われた一般財源の額が、町税、普通交
付税を中心とする毎年度経常的に収入さ
れる一般財源（経常一般財源）の合計額に
占める割合を表します。この指数が高いほ
ど財政構造の硬直化が進んでいることを
表しています。

〔経常収支比率〕
17年度86.1％　18年度86.6％

使ったお金

65億7,203万8千円
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平成18年度 富士見町のバランスシート平成18年度 富士見町のバランスシート平成18年度 富士見町のバランスシート

　バランスシートは、町が所有

している資産がどの位あり、そ

の資産を形成するために要した

借入金や町税などの財源はいく

らなのかを示したものです。

　民間企業における「貸借対照

表」に当たります。

＜バランスシートの作成方法＞
　地方公共団体が普通会計の財政状況をわかり易く公表するために、総務

省の統一基準により作成しましたが、次のような条件や留意点があります。

◇対象となる会計は普通会計（一般会計と有線放送電話特別会計）で、水

　道会計、下水道会計、土地開発公社等の会計は含まれていません。

◇数値は昭和44年以降の「決算統計」のデータを基礎としています。

◇有形固定資産の評価は「決算統計」における普通建設事業費の数値をも

　って有形固定資産の取得原価としています。土地を除く資産については、

　所要の耐用年数を用いて、定額法により減価償却しています。

バランスシートとは

普通会計のバランスシート 平成19年3月31日現在

借　 　　　　方 貸　　　　 　方

【資産の部】

1.有形固定資産

  （１）総務費�  20億8,591万円

  （２）民生費� 16億8,485万円

  （３）衛生費� 1億6,200万円

  （４）労働費� 4,870万円

  （５）農林水産業費�33億9,924万円

  （６）商工費� 30億9,015万円

  （７）土木費� 87億7,227万円

  （８）消防費� 2億2,986万円

  （９）教育費� 79億   888万円

  （１０）その他�� 8億3,273万円

　　　(内土地)� 87億2,148万円

　有形固定資産計

� 282億1,459万円

2.投資

  （１）投資及び出資金

� 2億3,415万円

  （２）貸 付 金� 1億3,000万円

  （３）基 金�

　　㈰特定目的� 16億3,374万円

　　㈪土地開発基金�2億6,520万円

　　㈫定額運用基金� 200万円

　　基金計� 19億   094万円

  （４）退職手当組合積立金

� 3億4,999万円

　投資等合計� 26億1,508万円

3.流動資産

  （１）現金・貯金

　　㈰財政調整基金

� 18億3,178万円

　　㈪減債基金� 3億9,719万円

　　㈫歳計現金� 3億2,108万円

　　現金・預金計�25億5,005万円

  （２）未収金

　　㈰地方税� 6,143万円

　　㈪その他� 878万円

　　未収金計� 7,021万円

　流動資産合計� 26億2,026万円

資産合計� 334億4,993万円

【負債の部】

1.有形固定資産

  （１）地方債� 52億　880万円

  （２）債務負担行為� ― 

　　㈰物件の購入費� ― 

　　㈪債務保証又は損失補償� ― 

  （３）退職給与引当金

� 13億9,644万円

　固定負債計� 66億   524万円

2.流動負債

  （１）翌年度償還予定額

� 5億8,812万円

  （２）翌年繰上充当金� ― 

　流動負債合計� 5億8,812万円

 負債合計� 71億9,336万円

【正味財産の部】

　1.国庫支出金� 14億5,838万円

　2.都道府県支出金

� 12億7,427万円

　3.一般財源� 235億2,392万円

　正味財産合計�262億5,657万円

負債・正味財産合計�334億4,993万円

　町の有する資産は、334億4,993万円（対

前年比△2.6％）で、前年より8億9,242万

円減少しています。これは、資産総額の

84.3％を占める有形固定資産が前年より9

億5,639万円減少したことなどによります。

　有形固定資産の構成は、道路・橋梁・住宅

等の土木費が31.1％、小中学校建設等の教

育費が28.0％、農業基盤整備等の農林水産

費が12.0％などとなっています。

〈バランスシートからわかること〉

〇地方公共団体の財政状況を判断す
る指標「正味財産構成比率（正味財
産÷総資産×100）」は、割合が高
いほど良いとされています。富士
見町の場合はこの比率が78.5％
となり、県内では上位に位置してい
ます。

○町の資産や負債等の状況を把握す
ることができます。道路、学校、社
会教育施設等の建設やその土地の
取得など今ある資産に対して93.1
％の支払が済んでいて、今後の支
払は6.9％となっています。

（1）資産の状況

　負債の総額は、71億9,336万円（対前年

比△1.7%)で前年度より1億2,313万円減

少しています。これは、負債総額の80.6％を

占める地方債残高(固定負債の「地方債」＋

流動負債の「翌年度償還予定額」）が57億

6,962万円（対前年比△5.0％）と、前年度

より3億470万円減少したことなどによります。

�地方債は、将来にかけて返済しなければな

りませんが、返済額の約半分以上は毎年地方

交付税として交付されます。

（2）負債の状況

　正味財産は、262億5,657万円（対前年

比△2.8％）で前年より7億6,930万円減少

しています。

（3）正味財産の状況

262億5,657万円（正 味 資 産 合 計）

282億1,459万円（有形固定資産合計）

＝ 93.1％
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平
成
１９
年
度 

上
半
期
予
算
執
行
状
況

平
成
１９
年
度 

上
半
期
予
算
執
行
状
況

平
成
１９
年
度 

上
半
期
予
算
執
行
状
況

上 半 期 執 行 状 況
　　　　　　　　　　（平成19年9月30日現在）

会計別 上半期執行状況　（平成19年9月30日現在）

 収入済額 34億6.609万7千円（収納率５１.７５%）
（単位：億円）

（単位：千円）

０ ５ １０ １５ ２０ ２５

予算現額

収入済額

予算現額

支出済額

地方交付税

町　税

繰入金 繰越金

交付金等

町　債

県支出金

諸収入

国庫支出金

分担金及び負担金
・寄附金

使用料及び手数料

財産収入

民生費

土木費

総務費

商工費

教育費

公債費

衛生費

農林水産業費

消防費

議会費

労働費

災害復旧費

その他

　
９
月
ま
で
に
２
回
の
予
算
補
正
を
行
い
ま
し
た
。
補
正
の
結
果

４
千
５
０
４
万
円
を
増
額
し
、
総
額
は
６
６
億
９
千
５
０
４
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
補
正
内
容
は
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
補
助
金
、
資
源
物
収

集
回
数
の
増
に
よ
る
収
集
委
託
料
、
旧
国
鉄
鉄
橋
（
立
場
川
橋
梁
）

の
老
朽
に
よ
る
枕
木
等
の
撤
去
工
事
費
、
Ｊ
Ｒ
跨
線
人
道
橋
の
補

修
調
査
委
託
料
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
器
具
庫
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工

事
費
、
徳
久
利
遺
跡
の
発
掘
調
査
事
業
、
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
費

等
で
す
。

　

町
で
は
条
例
に
基
づ
い
て
年
２
回
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
平
成
19
年
度
上
半
期
（
４
月
〜
９
月
）
に
つ
い

て
公
表
し
ま
す
。

＊
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
修
繕
費
…
３
５
０
万
２
千
円

＊
観
光
戦
略
構
築
調
査
委
託
料
…
１
千
８
０
０
万
円�

＊
信
濃
境
・
田
端
線
道
路
改
良
工
事
費

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
４
６
万
円�

＊
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
事
業
…
…
…
６
２
４
万
８
千
円

＊
鉄
橋
枕
木
等
撤
去
工
事
費
…
…
…
…
３
３
０
万
円�

＊
資
源
物
収
集
委
託
料
…
…
…
…
６
３
１
万
２
千
円

＊
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
…
…
…
…
４
３
７
万
２
千
円

＊
橋
梁
補
修
調
査
委
託
料
…
…
…
…
…
２
９
０
万
円

＊
地
域
防
災
支
援
事
業
…
…
…
…
…
…
９
５
０
万
円

＊
学
校
施
設
補
修
工
事
費
…
…
…
３
２
３
万
４
千
円�

＊
遺
跡
発
掘
調
査
等
事
業
…
…
…
１
３
０
万
４
千
円�

〈

一
般

会

計

〉

主
な
補
正
（
歳
出
予
算
）

区　　             　　分 予  算  現  額 収  入  済  額 支  出  済  額
収 納 率 執 行 率

一　　　般　　　会　　　計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

有 線 放 送 電 話 特 別 会 計

観光施設貸付事業特別会計

富 士 見 財 産 区 特 別 会 計

本郷・落合・境財産区特別会計

乙 事 財 産 区 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計
収 入

支 出

収 入

支 出
下 水 道 事 業 会 計

6,698,156

1,196,000

1,493,542

81,000

298,700

7,900

492,812

7,700

656,910

1,008,800

1,529,650

1,967,470

3,466,097

548,067

654,465

41,678

24,099

2,993

135,142

2,227

224,650

645,309

51.75%

45.83%

43.82%

51.45%

8.07%

37.89%

27.42%

28.92%

34.20%

42.19%

2,905,794

522,335

645,000

13,155

2,156

2,283

84,447

906

213,119

567,663

43.38%

43.67%

43.19%

16.24%

0.72%

28.90%

17.14%

11.77%

21.13%

28.85%

特
　
別
　
会
　
計

企 

業 

会 

計

歳　入

 支出済額 29億579万4千円（執行率４３.３８%）
（単位：億円）

１５１０５０

歳　出
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水
稲
の
作
付
け
を
拡
大
し
ま
し
ょ
う
！

水
稲
の
作
付
け
を
拡
大
し
ま
し
ょ
う
！

　

来
年
の
米
づ
く
り
の
準
備
を
は
じ
め
る
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
本
年
か
ら
始
ま
っ
た
米
政
策
改
革
の
第
２
ス
テ
ー

ジ
は
、
米
農
家
の
み
な
さ
ん
の
今
後
の
農
業
経
営
に
大
き

な
影
響
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
富
士
見
町
に
お
い
て
は

特
殊
な
事
情
が
あ
り
、
こ
の
影
響
を
回
避
で
き
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
米
の
作
付
け
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と

で
す
。

　
日
本
に
お
け
る
米
の
消
費
量
は
年
々
減

少
し
て
お
り
、
国
は
米
の
生
産
調
整
（
需

給
調
整
）
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
は
、
ま
ず
国
が
「
作
る
数
量
」
を
県
ご

と
に
示
し
、
県
で
は
こ
れ
を
市
町
村
に
振

り
分
け
て
示
し
ま
す
。
市
町
村
や
農
協
で

は
、
各
農
家
の
作
付
け
計
画
を
調
整
・
融

通
し
て
こ
の
「
作
る
数
量
」
を
守
る
こ
と

に
よ
り
、
生
産
量
を
需
要
に
見
合
っ
た
も

の
に
し
て
米
の
価
格
安
定
を
図
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
仕
組
み
に
参
加
す
る
農
家
に
は
、

米
を
作
れ
な
い
こ
と
に
対
し
て
「
産
地
づ

く
り
交
付
金
（
い
わ
ゆ
る
転
作
料
）
」
が

手
当
て
さ
れ
ま
す
。

　
富
士
見
町
に
お
い
て
は
、
過
去
に
転
作

が
過
度
に
進
み
過
ぎ
た
経
過
が
あ
り
、
現

在
は
国
の
基
準
に
よ
り
示
さ
れ
る
「
作
る

量
」（
枠
）
に
対
し
て
、
米
の
「
作
付
け
量
」

が
追
い
つ
か
ず
、
枠
が
ダ
ブ
つ
い
て
い
ま

す
。
枠
の
余
り
は
、
作
付
け
増
を
希
望
す

る
県
内
の
他
地
区
へ
融
通
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
来
年
度
か
ら
の
「
作
る
量
」

の
配
分
は
こ
れ
ま
で
の
方
法
に
よ
ら
ず
、

現
実
の
「
作
付
け
量
」
に
応
じ
た
も
の
に

段
階
的
に
調
整
さ
れ
ま
す
。
最
終
的
（
平

成
22
年
度
）
に
は
、
前
年
の
作
付
け
に
応

じ
た
「
作
る
量
」
が
配
分
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
消
費
量
の
減
少
が
下
げ
止
ま

ら
な
け
れ
ば
、
国
全
体
で
の
「
作
る
量
」

は
減
り
続
け
ま
す
の
で
、
調
整
の
期
間
（
平

成
２１
年
度
ま
で
）
が
終
了
し
た
後
は
作
付

け
を
増
や
そ
う
と
考
え
て
も
「
枠
」
が
与

え
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
徐
々
に
減
ら
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
「
生
産
調
整
」
の
局
面
に

な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

米
の
生
産
調
整
は
続
き
ま
す

富
士
見
に
は
米
を
増
や
す

　
　
　
　
　
枠
が
あ
り
ま
す

増
や
す
機
会
は

　
　
　
今
し
か
あ
り
ま
せ
ん

【図1】現在の作付けを維持した場合

　来年は、本年余った枠の25％＝㈰約176tと、消費量の減少分＝㈪約70tが「作る量」（枠）から減ります。再来年は

来年余った枠の50％＝㈫約230tと、消費量の減少分＝㈬約70tが示される「作る量」から減ります。この段階で余裕

は159tありますが、3年後の「作る量」はこの余裕分は考慮されず消費量の減少分＝㈭約70tは削られて、この分は「生

産調整」をすることになります。

平成19年

▽国より示された量 3,511t

余った枠（A）
（705t）

△実際の作付け量
2,806t

（枠の減少
　　 246t）

▽示される量 3,265t

余る枠（B）
（459t）

△作付け量（維持）
2,806t

▽示される量 2,965t

余る枠（C）
（159t）

△作付け量（維持）
2,806t

（枠の減少
　　 300t）

平成20年 平成21年 平成22年

（枠の減少
　　 70 t）

▽示される量 2,736t

△可能な作付け量
2,736t

※平成19年に比べて、
　70トンの生産調整が
　必要

（実績を基準）

×

㈬消費量の減少等
  （70t）

㈭消費量の減少等
  （70 t）

㈰余った枠（A）
の25％が減少
  （176t）

㈫余った枠（B）
の50％が減少
  （230t）

㈪消費量の減少等
  （70t）
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来
年
・
再
来
年
の
内
に
増
や
さ
な
け
れ

ば
、
３
年
後
に
は
確
実
に
今
よ
り
生
産
量

を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
米
を
作
れ
な
く
な
っ
た
分
は
農
家

の
収
入
が
確
実
に
減
少
し
ま
す
。
【
図
１
】

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ソ
バ
な
ど
の
転
作
作
物
へ
の
産
地
づ
く

り
交
付
金
は
、
米
の
収
益
に
比
べ
れ
ば
僅

か
な
金
額
で
あ
り
、
平
成
22
年
度
以
降
は

保
障
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
米
の
価
格
は
下
落
傾
向
な
が
ら

も
安
定
し
た
収
入
が
見
込
め
ま
す
。
栽
培

手
法
も
確
立
さ
れ
機
械
設
備
等
も
整
っ
て

い
ま
す
の
で
、
他
の
作
物
に
比
べ
て
作
付

け
を
増
や
す
こ
と
に
よ
る
農
家
の
負
担
や

リ
ス
ク
も
少
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
枠
が
富
士
見
町
に
ま
だ
あ
る
こ
こ
２
年

間
の
内
に
、
で
き
る
だ
け
作
付
け
を
拡
大

す
る
こ
と
が
有
利
で
す
。
【
図
２
】
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
、
農
協
受
託
部
会
で
新
た
に
取

り
組
み
を
開
始
し
た
「
水
稲
条
播
直
播
栽

培
」
は
、
慣
行
栽
培
に
比
べ
大
幅
に
労
力

や
費
用
が
軽
減
さ
れ
ま
す
（
産
地
づ
く
り

交
付
金
の
交
付
も
あ
り
）
の
で
、
検
討
い

た
だ
く
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

将
来
は
水
稲
の
作
付
け
を
維
持
す
る
こ
と

そ
の
も
の
に
、
何
ら
か
の
助
成
措
置
が
検

討
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
産
業
課
農
林
係
（
町
地
域

水
田
農
業
推
進
協
議
会
事
務
局
　
☎
６
２
‐

９
２
３
２
　
　
９
２
３
２
）
、
ま
た
は
農
協

富
士
見
町
営
農
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
２
‐
２
１

５
７
　
　
３
１
８
３
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

拡
大
す
る
こ
と
が
有
利
で
す

い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す

【図2】来年作付けを10％増加できた場合

　来年示される「作る量」は（図１）と同じです。しかし、再来年減少する量が来年増やした分に応じて少なくなります。

しかし、消費量の減少は続きますので、作付け量を維持できても再来年にはほぼ枠がいっぱいとなり、3年後には「生産

調整」することになります。しかし、これは現在よりも増やした量に対するものですので、当面は平成19年の収入を割

り込むことはないと考えられます。

（枠の減少
　　 70t）

（実績を基準）

×

㈬消費量の減少等

㈭消費量の減少等
  （70 t）

平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

▽国より示された量 3,511t

（枠の減少
　　 246t）

▽示される量 3,265t

余る枠（D）
（179t）

（枠の減少
　　 160t）

余った枠（A）
（705t）

▽示される量 3,105t

余る枠（E）・（19t） 

△作付け量（10%増）
3,086t

△作付け量（維持）
3,086t

▽示される量 3,016t

△可能な作付け量
3,016t

△実際の作付け量
2,806t

※前年より70トンの生産
　調整が必要であるが、
　平成19年の実績に
　比べれば210トン上乗
　せできる。

㈮余った枠（D）
の50％が減少
  （90t）

㈰余った枠（A）
の25％が減少
  （176t）

㈪消費量の減少等
  （70t）

有

有
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　 住民福祉課国保年金係　☎62-9111　　9111

特定健診・保健指導がはじまります特定健診・保健指導がはじまります
平成２０年４月から
特定健診・保健指導がはじまります
平成２０年４月から

（高齢者の医療の確保に関する法律第19条）（高齢者の医療の確保に関する法律第19条）

加入している医療保険者が実施します。

４０歳から７４歳の方が対象です。

医療保険者とは？

●国民健康保険　●政府管掌健康保険
●組合健保　　　●共済組合　　　など

対象者は？

どこが実施
するの？

●75歳以上の方の健診は、市町村が実施に向けて準備をしています。

メタボリックシンドロームに着目した健診・保健指導です。

内容は？
●健診結果に応じた保健指導が受けられます。�

●メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）を予防するため、
　食事・運動・喫煙などの生活習慣改善に重点が置かれます。

内臓脂肪型
肥　満

男性  85cm以上

女性  90cm以上

〈腹 囲〉

高血圧
収縮期血圧（最高血圧）が130mmHg以上か拡張期血圧

（最低血圧）が85mmHg以上のいずれか、もしくは両方

高血糖
空腹時血糖値が110mg/dl以上
（特定健診保健指導における保健指導判定値は100mg/dl以上）

中性脂肪
中性脂肪が150mg/dl以上かHDLコレステロールが

40mg/dl未満のいずれか、もしくは両方�

加入している保険
は、医療保険証を 
ご確認ください

腹囲は立位で
「へそ」の高さ
で計測します。

※腹囲に加え、上記2項目以上が該当すると‥‥（1項目の場合は予備群）

メタボリックシンドローム 進行すると

（メタボリックシンドローム診断基準検討委員会より）

年に一回は必ず健診を受けるようにしましょう！

◎生活習慣病は突然発病するのではなく、

　その前からの健診結果より予兆を知ることができます。

心臓病・脳卒中・

糖尿病の合併症

などを発症

医療費の増大

問 有
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　 建設課都市計画係　☎62-9217　　9217

　 総務課企画統計係　☎62-9332　　9332

木造住宅耐震診断「簡易・精密」実施のお知らせ木造住宅耐震診断「簡易・精密」実施のお知らせ

～南アルプスの世界自然遺産登録に向けて～～南アルプスの世界自然遺産登録に向けて～

（住宅・建築物耐震改修促進事業）

　近年、甚大な被害をもたらす大地震が発生しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　有事の際、被害を最小限に食い止めるためには、予め被害軽減策を講じることが大切です。町では、これ

までも耐震診断を実施してきましたが、引き続き平成20年度に一般木造住宅を対象に、耐震診断（簡易・

精密）の実施を計画し、その受診を希望される方を募集します。対象となる建物は下記のとおりです。（受

診料は無料）

　なお、診断は登録された木造住宅耐震診断士が行います。

■簡易診断：診断士が、住宅の外観調査や居住者からの聞き取り調査をし、地震に対する安全性を評価し

　　　　　　ます。

　　〈対象住宅〉●一般木造住宅で、昭和56年5月31日以前に建築に着手された住宅。

　　　　　　　　●過去に簡易耐震診断を受診していない住宅。�

■精密診断：診断士が、住宅内部や天井裏、床下などの調査を行い、正確な耐震性能を評価すると共に、

　　　　　　耐震補強の方法と、そのための概算工事費を提案します。

　　〈対象住宅〉●簡易診断を受診し、総合評点が1.0未満（やや危険または危険）と診断された住宅。

�　　　　　　　●平成21年度に耐震改修工事を実施することを確約できること。

※簡易診断未実施の建物で、平成21年度に耐震改修工事を予定されている方

　は、簡易診断と精密診断の同時実施も可能です。

※精密耐震診断において、総合評点が1.0未満（やや危険または危険）と診

　断された住宅に、耐震性を向上させるための補強工事を行う場合、住宅の

　所有者に補助をします。（最高60万円）�

　受診を希望される方は、平成19年11月30日までに建設課都市計画係までお申し込みください。

― この機会にご自宅の安全性について考えてみませんか ―

　南アルプスの世界自然遺産登録を目指す伊那市・飯田市・大鹿村・富士見町の関係４市町村で構成す

る「南アルプス世界自然遺産登録長野県連絡協議会」は10月６日、南アルプスの魅力を広くアピール

するため、伊那市でシンポジウムを開催しました。

　シンポジウムには関係４市町村から約200人が参加し、各市町村の賛助会員が活動状況の説明や登録

運動に対する提案・意見を発表しました。富士見町では、入笠ボランティア協会が活動状況等の発表を

行いました。シンポジウムの最後には、「南アルプス世界自然遺産登録推進アピール」を満場一致で採

択しました。

　また７月28日、長野県・静岡県・山梨県の関係10市町村

で組織する「南アルプス世界自然遺産登録推進協議会」は、

約800人が参加者して静岡市でサミットを開催し、講演会や

活動発表などを行いました。

　美しく豊かな南アルプスの自然を世界遺産に登録し、後

世に引き継いでいくために、今後も様々な活動を行ってい

きますので、皆さんのご協力をお願いします。

入笠ボランティア協会の活動発表

問申込 有

問 有
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　 住民福祉課住民係　☎62-9112　　9112

「
有
線
放
送
電
話
」の
通
話
機
能
の
廃
止
及
び

　
　  
お
知
ら
せ
放
送
機
能
の
継
続
に
つ
い
て

「
有
線
放
送
電
話
」の
通
話
機
能
の
廃
止
及
び

　
　  
お
知
ら
せ
放
送
機
能
の
継
続
に
つ
い
て

　
町
の
有
線
放
送
電
話
設
備
機
器
の
老
朽
化
に
伴
い
、
富
士
見
町
有
線
放
送
電

話
運
営
審
議
会
と
地
域
情
報
化
推
進
委
員
会
で
は
、
今
後
、
こ
の
事
業
を
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
検
討
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

①
通
話
機
能
は
そ
の
役
割
を
終
え
た
も
の

　
と
判
断
し
、
平
成
22
年
３
月
31
日
を
も

　
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

②
お
知
ら
せ
放
送
機
能
に
つ
い
て
は
、
町

　
か
ら
の
行
政
情
報
伝
達
・
小
中
学
校
か

　
ら
の
お
知
ら
せ
・
火
災
・
災
害
等
の
緊

　
急
連
絡
及
び
地
区
等
で
放
送
を
し
て
い

　
る
行
事
情
報
・
お
悔
や
み
の
お
知
ら
せ

　
等
そ
の
重
要
性
か
ら
、
必
要
不
可
欠
な

　
も
の
で
あ
り
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま

　
す
。

＊
継
続
の
方
法
と
し
て
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

　
レ
ビ
回
線
を
使
用
し
て
の
告
知
放
送
シ

　
ス
テ
ム
を
提
言
し
ま
す
。

＊
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
は
平
成
20
年
度
に

　
工
事
を
行
い
、
運
用
の
開
始
は
平
成
21

　
年
４
月
１
日
と
し
ま
す
。

③
新
方
式
へ
の
移
行
に
際
し
て
、
設
置
者

　
に
工
事
費
・
設
備
機
器
の
負
担
は
か
け

　
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
毎
月

　
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
負
担
を
で
き

　
る
だ
け
低
額
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

※
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
が
送
れ
る
よ
う
、

　
全
世
帯
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

　
考
え
ま
す
。

　　
町
で
は
、
以
上
の
検
討
結
果
を
尊
重
し

こ
の
方
向
で
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
通
話
機
能
の
廃
止
が
予
定
さ
れ
る
の
に

伴
い
、
現
在
情
報
通
信
手
段
が
有
線
放
送

電
話
だ
け
し
か
な
い
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
他
の
情
報

通
信
手
段
へ
の
加
入
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　 

総
務
課
文
書
情
報
係

　
　 

　
☎
６
２
‐
９
３
２
１
　
　
９
３
２
１

住民基本台帳の閲覧状況の公表住民基本台帳の閲覧状況の公表
　住民基本台帳法の一部改正により、平成18年11月１日から住民基本台帳の閲覧は、公共・公益目的等で

使用する場合に限定されました。また、毎年度閲覧の状況を公表することになりましたので、平成18年11

月１日～平成19年９月30日までの閲覧状況を公表します。

　なお次回は年度で区切って公表します。（平成19年10月１日～20年３月31日）

＜国および地方公共団体の機関による閲覧の状況＞

＜個人または法人による閲覧の状況＞

機関の名称 請求事由の概要 閲　覧　日 閲覧に係る住民の範囲

自衛隊長野地方

協力本部・諏訪

地域事務所

自衛隊法に基づく自

衛官募集事務
平成19年1月29日

（1）�平成元年4月2日から平成2年4月1日

� までに生まれた男性・女性�

（2）�平成4年4月2日から平成5年4月1日

� までに生まれた男性

申　出　者 請求事由の概要 閲　覧　日 閲覧に係る住民の範囲

社団法人中央調査社
心の健康に関する世論

調査
平成19年4月25日 氏名・生年月日・性別・住所

NHK長野放送局 6月全国視聴率調査 平成19年5月16日
特定の地域から、明治～平成

12年生まれの方　14名

社団法人日本新聞協会
メディアの接触と評価

に関する調査
平成19年8月21日 満15歳以上69歳以下の男女

問

問

有

有
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　 諏訪地方事務所環境課内  諏訪南浄化槽管理組合　☎53-6000（代） 内線2662

「諏訪南浄化槽管理組合」加入のご案内「諏訪南浄化槽管理組合」加入のご案内

　発泡スチロールは、容器や緩衝材などさまざまな用途で利用されています。使用済みの発泡スチロールと　

白色トレイは、どのように再利用・再商品化されているのでしょうか。

収　　集�

発泡スチロールと白色トレイ（食料品で使用したもの）

中間処理�

　収集された発泡スチロールと白色トレイは、町内の中間処理施

設に持ち込まれます。そこでは収集したものに異物品が入ってい

ないかのチェックを行いながら粉砕溶融の機械に投入します。投

入された発泡スチロールと白色トレイは、インゴットと呼ばれる

固まりになり保管されます。

再商品化�

　中間処理されたインゴットは、神奈川県にある再生業者へ運搬され加工しやすいように細かいチップ状に粉砕

し、もう一度発泡スチロールになる他、ビデオカセットや文具などのプラスチック製品として再商品化されます。

［お願い］
・白色トレイのラップやテープは取り除いてから出してください。
・発泡スチロール箱のシールや宛て名は取れる範囲で取り除いて
　ください。
・必ず水洗いをして乾かしてから出してください。
・色付きトレイは、容器包装プラスチックとして出してください。

【資源物収集に関するお問い合わせ】　建設課生活環境係　☎62-9114　　9114

インゴットとは?インゴットとは?

　浄化槽は、快適な生活環境を実現する手段として有効な施設ですが、適正な維持管理を怠るとその機能を

果たしきれず、河川等の汚濁の原因となってしまいます。このため、浄化槽設置者には、保守点検、清掃、

水質検査の受検等義務が課せられています。浄化槽の維持管理は専門業者へ委託している場合がほとんどで

すが、本来の管理責任は設置者であり、設置者自身が浄化槽の正しい知識を身につけ、保守点検業者と協力

しながら浄化槽の適正な維持管理をしていくことが大切です。

　諏訪南浄化槽管理組合は、茅野市・富士見町・原村の浄化槽設置者を中心に、浄化槽の適正な施工及び維

持管理を推進するため設立されています。ぜひあなたもご加入をいただき、地域の生活環境の保全・公衆衛

生の向上にご協力をお願いします。

【諏訪南浄化槽管理組合　組合費】

区　　　　分 組　　　　　　合　　　　　　費

設  置  者  組  合  員

一浄化槽について

　　10人槽まで� 年額 � 1,500円

　　11人槽から500人槽まで� 年額� 2,000円

　　501人槽から1,000人槽まで� 年額� 10,000円

　　1,001人槽以上� 年額� 20,000円

　ただし、複数の浄化槽を設置する組合員については、その浄化槽の

　人槽を合計した人槽により組合費を算出する。

発泡スチロール減容棒（インゴット）

溶融された、発泡スチロールの固まりです。

長さは1ｍ、重さは1本8kgくらいあります。

有

問申込
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よ
ろ
し
く

　

 

お
願
い
し
ま
す

第
１
回
学
校
整
備
促
進
審
議
会
開
催

平成１９年１１月１日発行
富士見町教育委員会編集

☎62-9235
kodomo@town.
fujimi.nagano.jp

電話による
教育相談
電話による
教育相談

電話による
教育相談

午前9時～午後3時
☎62-3118

月・火・木曜日

午前9時30分より

役場3階会議室

11月21日（水）
12月19日（水）

定例教育委員会定例教育委員会

　
審
議
会
で
は
、
町
内
児
童
生
徒
数
の
推
移
、
諏
訪
管
内
小

中
学
校
の
生
徒
数
の
状
況
、
県
内
の
小
規
模
学
校
の
事
例
な

ど
も
参
考
に
、
今
後
の
町
内
に
お
け
る
学
校
規
模
（
１
学
年

の
学
級
数
、
１
学
級
の
児
童
生
徒
数
な
ど
）
の
基
本
的
な
指

針
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
そ
の
具
体
化

に
つ
い
て
の
方
針
案
を
検
討
し
、
地
域
へ
の
説
明
会
な
ど
に

よ
り
、
最
終
的
な
方
針
を
決
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
10
月
５
日
、
第
１
回
審
議
会
（
委
員
25
名
）
が
開
催
さ
れ
、

委
員
長
に
内
藤
好
昭
さ
ん
（
小
六
）
、
副
委
員
長
に
植
松
康

吉
さ
ん
（
新
田
）
を
互
選
し
、
教
育
委
員
会
か
ら
の
諮
問
に

対
す
る
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
、
教
育
委
員
会
臨
時

会
に
お
い
て
、
教
育
委
員
長
に
名

取
陽
さ
ん
、
委
員
長
職
務
代
理
者

に
小
池
雅
子
さ
ん
が
新
た
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
い
ず
れ
も

10
月
１
日
か
ら
１
年
間
で
す
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
に
有
賀
千
秋

さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
10
月
１
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　
中
学
校
で
は
、
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
、
本
格
的
に
考
え
る
時
期
に
入
り
ま
し

た
。
来
春
に
か
け
て
、
先
輩
た
ち
の
姿
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

特
集

「
進
路　
私
流
」

「
進
路　
私
流
」

岡
谷
工
業
高
等
学
校
情
報
技
術
科
2
年

　
　
　
　
　
　
　
　
小
林 

大
樹
（
先
達
）

教育委員長

名取  　陽

教育委員

有賀  千秋

■
諮
問
内
容
（
全
文
）

町
立
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
に
つ
い
て

「
近
年
、
町
立
小
学
校
・
中
学
校
に
お
い
て
も
児
童
・

生
徒
数
が
急
速
に
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
傾
向

は
続
く
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
か
つ
て
直
面
し
た
こ
と
が
な
い
こ
の
よ
う
な
状
況
の

下
で
、
町
内
の
ど
の
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
に
対
し

て
も
、
最
善
の
教
育
・
学
習
環
境
を
等
し
く
保
障
す
る

こ
と
は
、
富
士
見
町
並
び
に
富
士
見
町
教
育
委
員
会
の

責
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
貴
審
議
会
に
お
い
て
、
児
童
・
生
徒
の
最

善
の
利
益
を
保
障
で
き
る
学
校
の
適
正
規
模
に
つ
い
て
、

そ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
答
申
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

諮
問
致
し
ま
す
。」

岡谷工業高校の仲間と
（左から3番目が小林さん）

　
私
が
岡
谷
工
業
高
等
学
校
を
選

択
し
た
大
き
な
理
由
の
一
つ
は
、

専
門
的
な
知
識
と
多
く
の
資
格
を

身
に
付
け
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
私
の
場
合
、
情
報
技
術
検
定
２

級
（
卒
業
必
須
資
格
）
が
最
近
取

得
し
た
資
格
で
す
。
情
報
処
理
技

術
者
と
し
て
最
低
限
の
資
格
で
あ

り
、
こ
れ
を
取
得
出
来

な
い
と
情
報
技
術
科
が
、

い
や
高
校
が
卒
業
出
来
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
先
生
方
も
生
徒
と
一

緒
に
な
り
、
資
格
取
得
に
協
力
し

て
く
れ
ま
す
。
例
え
ば
放
課
後
の

補
習
な
ど
は
特
定
曜
日
の
ほ
か
、

時
期
が
迫
る
と
毎
日
行
な
っ
て
く

れ
ま
す
。

　
と
て
も
優
し
い
先
生
ば
か
り
で

す
。（
少
し
イ
ヤ
ミ
）

　
そ
の
他
、
計
算
技
術
検
定
な
ど

が
任
意
で
受
験
で
き
ま
す
。
他
の

科
は
受
験
内
容
が
正
確
に
分
か
ら

な
い
た
め
お
伝
え
で
き
な
い
の
が

残
念
で
す
。
専
門
的
な
資
格
を
た

く
さ
ん
取
り
た
い
と
い
う
人
に
は

と
て
も
良
い
学
校
だ
と
思
い
ま
す
。

　
又
、
部
活
動
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
花
園
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

も
出
場
し
た
ラ
グ
ビ
ー
、
バ
レ
ー

を
は
じ
め
、
多
く
の
部
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。
私
は
週
三
回
空
手
を

や
っ
て
い
る
た
め
部
活
に
は
入
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
っ
た
自

由
な
選
択
も
可
能
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
将
来
や
り
た
い
事
が

岡
谷
工
業
高
校
に
あ
る
な
ら
、
こ

こ
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
学
び

舎
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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八 ヶ 岳 の 風

編 集 後 記

教育委員会だより

食卓に野菜のおかずをのせましょう!食卓に野菜のおかずをのせましょう!食卓に野菜のおかずをのせましょう!

　「食物繊維」は、食物の中に含まれる、体内で消

化されない繊維のことで、小腸を通過し、大腸で水

分を吸収して数十倍にふくれ、腸壁を刺激し排便を

促します。

　その水分は便を柔らかくするので排便しやすくな

ります。この時に大腸ガンなどの原因になる腸内の

有害物を吸収して体外に出すので、腸内の善玉菌を

増やす働きもあります。

　このように、食物繊維は腸内をきれいに掃除して

健康を守っています。

　野菜をはじめ海藻・きのこなどのおかずを1～2

品いつも忘れずに食卓に載せましょう。

シャキシャキサラダシャキシャキサラダ （1人分52kcal）

富士見高原中学校栄養士　翁像京子先生

材　料（4人分）

じゃがいも� 中1個
きゅうり� 1本
キャベツ� 2枚
ロースハム� 1枚
酢� 大さじ1
サラダ油� 大さじ1
白ワイン� 小さじ1
塩� 小さじ1/2
コショウ� 少々
からし粉� 少々

作り方

材料はすべて千切りにする。
㈰をさっとゆでて冷ます。
調味料をよくまぜてドレッシ
ングを作り、㈪に和えて仕上
げる。

㈰
㈪
㈫

11月18日（第3日曜日）は家庭の日です。寒くなり、運動不足

になりがちなこの時期、親子でジョギングやウォーキングをして

みてはいかがでしょうか。新しい発見があるかも知れません。
人生の途上にあるいくつかの曲がり角。夢
をしっかり抱いて道を選びたいですね。（Ａ）

～食物繊維がポイント～

　歯ごたえが良く、中学生
に好評です。シャキシャキ
感が残るゆで加減にする
のがポイント。ゆでるのは
じゃがいもだけでも良い
です。

 

■
原
　
因

　
　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
特
に
冬
に
多
く
発
生
し
、

　

感
染
力
が
強
く
、
保
育
園
や
学
校
な
ど
で
は

　

集
団
発
生
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

■
症
　
状

　
　

吐
き
気
や
お
う
吐
、
下
痢
や
腹
痛
、
発
熱

　

が
あ
ら
わ
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
１
〜
２

　

日
で
症
状
は
治
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
は
お
う

　

吐
、
大
人
は
下
痢
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

　

す
。

 

■
潜
伏
期
間

　
　

通
常
感
染
し
て
か
ら
１
〜
２
日
で
症
状
が

　

現
れ
ま
す
が
、
短
時
間
で
症
状
が
現
れ
る
人

　

も
い
ま
す
。

 

■
感
染
経
路

　
　

感
染
者
の
便
や
、
お
う
吐
物
に
触
れ
た
手
、

　

ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
食
べ
物
を
介
し
て

　

ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
感
染
し
ま
す
。

 

■
感
染
期
間
は
ど
の
く
ら
い
？

　
　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
一
度
発
症
す
る
と
、
症

　

状
が
治
ま
っ
て
も
２
〜
３
週
間
は
便
の
中
に

　

ウ
イ
ル
ス
が
み
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

　

で
油
断
は
禁
物
で
す
。

 

■
感
染
し
た
と
思
っ
た
ら

　
　

お
子
さ
ん
に
お
う
吐
や
下
痢
等
の
症
状
が

　

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
さ
せ

　

ま
し
ょ
う
。
特
に
小
さ
な
お
子
さ
ん
は
、
下

　

痢
や
お
う
吐
で
脱
水
症
状
を
起
こ
す
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
水
分
の
補
給
に
気
を
つ
け

　

て
く
だ
さ
い
。

 

■
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に

　
　

外
か
ら
帰
っ
た
と
き
、
ト
イ
レ
の
後
、
食

　

事
の
前
に
は
必
ず
石
け
ん
で
手
を
洗
い
ま
し

　
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
諏
訪
保
健
所
広
報
資
料
よ
り
）

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　
　
　
　
　
　
　  

基
礎
知
識
�

園
児
・
児
童
・
生
徒
の

　
　

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　
先
頃
、
上
蔦
木
の
国
道
端
に
昔
な
つ
か
し

い
風
呂
桶
「
す
い
ほ
ろ
こ
が
」
を
据
え
付
け
、

か
ぼ
ち
ゃ
棚
の
下
で
湯
を
沸
か
し
て
、
地
元

住
民
や
小
学
生
が
入
浴
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
思
え
ば
昭
和
30
年
代
ま
で
我
が
家
の
裏
庭

に
も
据
え
付
け
て
あ
り
、
週
に
１
、
２
回
の

入
浴
日
に
簡
易
水
道
か
ら
バ
ケ
ツ
で
水
を
汲

ん
で
、
薪
を
炊
い
て
湯
を
沸
か
す
の
は
私
の

役
目
で
し
た
。

　
農
業
は
全
て
手
作
業
で
、
田
植
え
や
稲
刈

り
、
脱
穀
も
家
族
全
員
で
当
ら
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
小
学
校
上
級
生
に
な
っ
た
頃
か
ら
は

一
人
前
の
農
家
の
担
い
手
と
し
て
、
春
秋
の

農
繁
休
暇
に
は
進
ん
で
手
伝
い
を
し
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
我
が
家
の
孫
達
も
、
小
学
生
に
な
っ
た
の

を
機
に
手
伝
い
に
来
て
も
ら
い
、
そ
の
日
の

午
後
は
田
植
え
祝
い
や
収
穫
祝
い
と
い
っ
た

団
ら
ん
を
大
切
に
し
、
お
互
い
に
感
謝
や
尊

敬
を
深
め
合
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
　
有
賀  

千
秋
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多摩市の市有財産(旧職務住宅)を売却します多摩市の市有財産(旧職務住宅)を売却します
　平成19年３月末まで多摩市職員が使用していた住宅(土地・建物)を、条件付一般競争入札により売却いた

します。

平成20年度
保育園「入園申し込み」のご案内

平成19年分 年末調整説明会

　次の日程で町保育園の入園申し込み受け付けを

行います。来年度入園を希望される方は、申し込

みをしてください。申し込み用紙提出後に面談を

行いますので、入園予定のお子さんと一緒にご来

園ください。

　なお、乳児（１歳前後）は、富士見・西山・本

郷保育園でお受けします。

　◆受付日時・会場

　　　西山保育園・落合保育園� 11月12日（月）

　　　富士見保育園� 11月13日（火）

　　　本郷保育園・境保育園� 11月14日（水）

　　　※各園とも午後3時～

　諏訪税務署では、平成19年分の年末調整説明

会を下記のとおり開催します。先に配布した「年

末調整のしかた」及び「給与所得の源泉徴収票

等の法定調書の作成と提出手引き」をお持ちの上、

ご出席ください。

◆期日・会場

　11月　9日（金）�岡谷市カノラホール  小ホール

　11月12日（月）�下諏訪町役場  4階講堂�

　11月13日（火）�富士見町コミュニティプラザ�

� � 　　2階大会議室

　11月14日（水）�諏訪市文化センター  大ホール

　11月15日（木）�茅野市役所  8階大ホール�

　※説明時間は、いずれも午後2時から約2時間

　　程度です。
� 子ども課子ども支援係�☎62-9237　　9237

� 西山保育園�☎62-4316　　7441

� 富士見保育園�☎62-2422　　2760

� 本郷保育園�☎62-4130　　3973

� 落合保育園�☎62-2602　　6192

� 境 保 育 園�☎64-2159　　4788

　 諏訪税務署

　 ＊年末調整事務関係  法人課税第一部門

　　　　　　　　　　　　　　　☎57-5213

　 ＊源泉徴収票等法定調書関係

　　　　　　個人課税第一部門　☎57-5211

■入札参加資格者
　富士見町民（富士見町に隣接している市町村にお住まいの方で居住を目的としている方を含む）及び多摩市民
　（いずれも法人可）
　※ただし、買受後3年間は売却及び交換をしないことを約することができる方
■売却物件　　下表及び多摩市公式ホームページ（http://www.city.tama.tokyo.jp/）を参照
■内 覧 日　　12月1日（土）・2日（日）　午前10時～午後4時
■入札実施要領の配付期間・場所　
　11月19日（月）～1月18日（金）  （予定）　富士見町役場１階総合窓口（閉庁日を除く）
　※希望者には郵送します。（下記、問い合わせ先までご連絡ください。）
■入札参加申込・入札日時・場所・売却予定価格及び保証金等詳細は入札実施要領を参照
■必ず入札実施要領及び物件調書を入手したうえでよく読み、各自が現地確認及び諸規制等の確認を行ってくだ
　さい。（物件の引渡しは現状有姿となります。）

入札の概要

〈お問い合わせ〉 多摩市役所総務部総務契約課管財係　☎042-375-8111（内）2231

物 件 の 概 要

所　　在　　地
長野県諏訪郡富士見町落合字南原山10399番30
（JR中央本線 富士見駅から道路距離で約900m）

建　物

土　地

270.04�（現況　宅地）

第一種低層住居専用地域
（建ぺい率50％、容積率80％）

居宅・木造亜鉛メッキ鋼板葺２階建

昭和55年4月1日
平成4年12月25日2階部分増築

1階 68.73�　  2階 33.12�　  計 101.85��

実 測 面 積

用 途 地 域

種 類 ・ 構 造

建 築 年

延 床 面 積
売却物件 外観

問

問 有

有

有

有

有

有
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お

知

ら

せ

   

秋
の
火
災
予
防
運
動

             

１１
月
9
日
〜
１５
日

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
空
気
が
乾

燥
し
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
一
人
一
人
が
火
災

予
防
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
火
災

に
よ
る
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
暖
房
器
具
な
ど
火
を
使
う
機
会
が

増
え
る
こ
の
時
季
、
住
宅
火
災
に
よ

る
高
齢
者
等
を
中
心
と
し
た
死
者
の

発
生
を
な
く
す
た
め
、
暖
房
器
具
の

点
検
や
家
の
周
り
の
整
理
整
頓
な
ど
、

地
域
住
民
が
一
体
と
な
り
火
災
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
多
く

は
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

火
災
の
早
期
発
見
・
早
期
避
難
の
た

め
煙
や
熱
を
感
知
し
、
音
声
で
危
険

を
知
ら
せ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

平
成
21
年
６
月
１
日
ま
で
に
全
て
の

住
宅
で
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
設
置
場
所
は
、
就
寝
す

る
部
屋
、
最
上
階
の
階
段
の
上
部
等

で
す
。

　
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
を
守
る
た

め
に
、
早
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
購
入
先
ま
た
は
、
富
士

見
消
防
署
予
防
係
（
☎
６
１
‐
０
１
１

９
　
　
９
１
９
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　

三
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

　
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
か
ら
離

　
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

※
全
国
的
に
消
火
器
や
住
宅
用
火
災

　
警
報
器
な
ど
の
悪
質
な
訪
問
販
売

　
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
注

　
意
く
だ
さ
い
。

 

『
標
準
営
業
約
款
制
度
〈
Ｓ
マ

  

ー
ク
〉
』
を
ご
存
じ
で
す
か
！

�

　
標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）
擁
護

に
資
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従

っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た「
理

容
店
」
「
美
容
店
」
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
」
「
め
ん
類
飲
食
店
」
「
一
般
飲
食

店
」
で
は
、
店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
登
録
店
は
、
安
全
・
清
潔
・

安
心
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店

で
す
。�

　
詳
し
く
は
、（
財
）
長
野
県
生
活
衛

生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
６
‐

２
３
５
‐
３
６
１
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

   

税
を
考
え
る
週
間
　

             

１１
月
１１
日
〜
１７
日

　
11
月
11
日
（
日
）
か
ら
17
日
（
土
）
ま

で
は「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す
。　

　
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち

が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
に
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
住
宅

や
道
路
の
整
備
、
教
育
の
振
興
な
ど

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
国
や
地
方
公
共
団
体
の

活
動
を
支
え
る
財
源
が
「
税
金
」
で
す
。

「
税
金
」
は
私
た
ち
が
生
活
の
向
上
と

安
定
を
願
う
限
り
ど
う
し
て
も
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
会
費
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

　
国
税
庁
で
は
、
皆
さ
ん
に
税
の
意

義
や
役
割
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら

17
日
ま
で
の
期
間
を
「
税
を
考
え
る

週
間
」
と
し
て
、
各
種
の
行
事
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
諏
訪
税
務
署
管
内
に

お
い
て
も
次
の
と
お
り
行
事
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
、
税
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〔
行
事
一
覧
〕

＊
平
成
19
年
度
納
税
表
彰
式

　
　
期
日
…
11
月
15
日（
木
）

　
　
会
場
…
諏
訪
税
務
署

＊
一
日
税
の
無
料
相
談

　
　
日
時
…
11
月
15
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　

　
　
会
場
…
ま
る
み
つ
百
貨
店
５
階

＊
ク
イ
ズ
番
組
放
映

　「
な
る
ほ
ど
・
ザ
・
税
金
・
２
０
０
７
」

　
　
放
送
予
定
日
：
11
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
〜
11
月
15
日（
木
）

　
　
放
映
局
…
L
C
V
９
チ
ャ
ン
ネ
ル

＊
記
念
講
演
会

　
　
期
日
…
11
月
16
日（
金
）

　
　
会
場
…
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｏ
華
乃
井

　
諏
訪
税
務
署
長
講
話

 

　
　
演
題
　「
税
と
歩
こ
う
」�

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

　
矢
崎
和
広
先
生

　
　
演
題
　「
自
治
体
経
営
者
と

　
　
　
　
　
　
　
し
て
の
12
年
間
」�

　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

 

所
得
税
等
の
確
定
申
告
に
は

 ｢

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ｣

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
諏
訪
税
務
署
で
は
、
所
得
税
等
の

確
定
申
告
に
つ
い
て
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
（
通
称
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
申
告
さ
れ

ま
す
と
、
一
定
の
要
件
の
下
、
平
成
19

年
分
か
平
成
20
年
分
に
お
い
て
、
ど

ち
ら
か
１
回
最
大
５
０
０
０
円
の
税

額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
費
の
領
収
書
、
給
与
所

得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
第
三
者
作
成

書
類
の
添
付
も
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
添
付
を
省
略
し
た
書
類
は
、

ご
自
宅
等
で
保
管
が
必
要
で
す
。）

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ
く

に
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
電
子

証
明
書
付
き
）
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
の
準
備
が
必
要
で
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
電
子
証

明
書
付
き
）
の
発
行
に
は
、
２
週
間
程

度
の
期
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
個
人
か
ら
の
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
諏
訪
税
務
署
個
人
課

税
第
一
部
門
（
☎
５
７
‐
５
２
１
１
）へ
お

願
い
し
ま
す
。

  

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に

               

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
警
察
で
は
、
現
在
も
逃
走
を
続
け

て
い
る
オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
の
警
察

庁
特
別
手
配
被
疑
者
３
名
を
は
じ
め
、

悪
質
、
重
要
事
件
の
指
名
手
配
被
疑

者
の
早
期
検
挙
を
目
的
と
し
て
、
11

月
中
に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て

追
跡
捜
査
を
行
い
ま
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向
け

た
捜
査
活
動
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人

を
見
か
け
た
と
い
っ
た
情
報
等
、
ど

ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の

で
、
警
察
に
通
報
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　 

茅
野
警
察
署
　

　
　
　
　 

　
☎
８
２
‐
０
１
１
０

●
統
一
標
語

　

「
火
は
見
て
る　

　

  

あ
な
た
が
離
れ
る  

そ
の
時
を
」

厚生労働大臣認可

連
絡
先

有



2007.11 ■広報ふじみ 18

くらしの情報

相

談

募

集小　池　一　也� 76歳� 一　敏� 立　沢

小　池　よ　し� 86歳� 力� 立　沢

平　出　優　奈� 智　広� 恵　美� 信濃境

籠　利　　心� 一　成� 美　保� 南原山

小　池　愛　琶� 信　明� 百合子� 立　沢

名　取　心　優� 和　麿� 優　子� 乙　事

名　取　心　美� 和　麿� 優　子� 乙　事�

窪　田　心　海� 廣　斉� みどり� 立　沢�

名　取　楓　太� 実� 亜　紀� 富　里�

伊　藤　幸　陽� 達　也� 望� 富士見ヶ丘

　　橋　知　愛� 蔵　樹� 昌　子� 富士見ヶ丘�

　　原　夕　奈� 孝　司�康　麗　� 桜ヶ丘

小　池　麻　歩� 和　貴� 令　子� 瀬沢新田

矢　沢　結　翔� 康　孝� 由　香� 南原山�

鮎　川　　　瑠� 進　司� 小百合� 富士見

� ゆ� � な

� �らいと

� あい�� は

� み� � ゆ

� ここ�� み

� ここ�� み

� ふう�� た

� こう��よう

� てぃ�� あ

� ゆう�� な

� ま� � ほ

� ゆい�� と

� かい�� る

 ■9月15日～10月14日の届出■ 〈敬称略〉
●転入・転居・出生は14日以内に　死亡は7日以内に届出を

出生おめでとう

おくやみ申し上げます

結婚おめでとう

出生おめでとう
氏　名 父の名 区　名母の名

おくやみ申し上げます
氏　名 年齢 世帯主 区　名

坂　本　孝　行� 塚　平

太　田　規　子� 駒ヶ根市

植　松　才　樹� 瀬沢新田

清　水　貴　子� 瀬沢新田

小　松　　誠� 塚　平

大　和　絵美子� 下諏訪町

雨　宮　　淳� 瀬沢新田�

湯田坂　　円� 茅野市

小　林　　圭� 御射山神戸

小　林　裕　美� 下諏訪町�

結婚おめでとう
氏　名 出身地

  
秋
季
体
育
施
設
一
斉
清
掃
の

                       

お
知
ら
せ

　　
体
育
施
設
の
一
斉
清
掃
を
行
い
ま

す
。
体
育
施
設
利
用
登
録
団
体
等
に

よ
り
施
設
使
用
料
金
の
免
除
を
受
け

て
い
る
団
体
の
皆
さ
ん
は
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
実
施
日
時

　
11
月
11
日（
日
）

　
　
午
前
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

■
場
所
・
用
具
・
責
任
者
等

　
割
当
て
施
設
名
・
箇
所
と
使
用
用

　
具
に
つ
い
て
は
、
各
団
体
代
表
者

　
宛
に
お
知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
す
通

　
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
割
当
て
人

　
数
以
上
の
参
加
者
と
施
設
毎
の
必

　
要
用
具
の
手
配
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
各
会
場
責
任
者
と
作
業
責
任
者
は

　
現
場
指
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
※
雨
天
決
行
で
す
。

   

大
丈
夫
で
す
か
　

           

あ
な
た
の
心
と
身
体

　
（
財
）
労
災
年
金
福
祉
協
会
で
は
、

厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受
け
て
、
仕

事
の
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
が
原
因
と
思

わ
れ
る「
脳
や
心
臓
の
疾
患
」及
び「
精

神
障
害
等
」
が
ど
の
よ
う
に
労
災
保

険
で
取
扱
い
さ
れ
認
定
さ
れ
る
の
か
、

ま
た
労
災
年
金
受
給
者
及
び
遺
族
の

方
に
「
巡
回
・
訪
問
相
談
指
導
支
援
」

及
び
「
在
宅
介
護
支
援
」
等
の
事
業
に

よ
り
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談

内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
費
用
は

無
料
で
す
。

　
労
災
ケ
ア
ア
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
）

　
（
財
）
労
災
年
金
福
祉
協
会

　
　
　
　
　
長
野
労
災
年
金
相
談
所

　
　
　
☎
０
２
６
‐
２
２
４
‐
９
０
４
４

      

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
11
月
12
日（
月
）〜
11
月
18
日（
日
）

■
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　（
土
・
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

■
電
話
番
号

　
☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

 

第
2
回 

西
伊
豆
町
夕
陽
の
郷

       

マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
参
加
者

　　
富
士
見
町
と
姉
妹
町
の
西
伊
豆
町

に
お
い
て
行
わ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会

で
す
。

　
富
士
見
町
よ
り
選
手
団
を
募
り
、

町
公
用
車
に
て
一
泊
で
の
大
会
参
加

と
な
り
ま
す
。（
宿
泊
費
等
負
担
金
有

り
）
　
尚
、
個
人
参
加
は
こ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
　
　
時
　
　
12
月
16
日（
日
）　

■
会
　
　
場

　
西
伊
豆
町
仁
科
小
学
校
運
動
場

■
参
加
資
格

　
平
成
15
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

　
れ
た
方

■
種
　
　
目

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
1.5
キ
ロ
コ
ー
ス�

②
３
キ
ロ（
小
学
生
男
女
・
一
般
男
女
）

③
５
キ
ロ
（
中
学
生
男
女
・
一
般
39
歳

　
以
下
男
女
・
40
歳
以
上
男
女
）

④
10
キ
ロ
（
中
学
生
以
上
男
女
）

■
申
し
込
み

　
11
月
16
日（
金
）締
切

　
町
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
参
加
料（
フ

　
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
一
人
５
０
０
円 

　
そ
の
他
の
種
目
一
人
１
０
０
０
円
）

　
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　 

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
　

　 

☎
６
２
‐
２
４
０
０
　
　
２
７
５
０

  

書
家 

津
金
孝
邦
に
よ
る
書
の

     

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
参
加
者

　
原
村
出
身
の
書
家 

「
津
金
孝
邦
展
」

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
す
る

「
書
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。�

■
日
　
　
時

　
12
月
15
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
会
　
　
場

　
茅
野
市
民
館
　
マ
ル
チ
ホ
ー
ル

■
申
込
締
切
　
　
12
月
５
日（
水
）

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

　
　
　
　
茅
野
市
美
術
館

　
　
　
　
　
　
☎
８
２
‐
８
２
２
２

�

問

申
込

問

相
談
先

有
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御射山神戸・栗生・大平
松目 ・ 原の茶屋 ・ 花場 ・ 休戸

若宮・木の間・横吹
とちの木・南原山・富原
富士見ヶ丘・塚平・富ヶ丘
栂沢・希望ヶ丘

◆心配ごと相談 　 社会福祉協議会　☎62-6766　　8988有問

11月13日（火）・20日（火）・27日（火）
12月4日（火）

12月06日（木） 本郷・落合・境地区

11月15日（木）

11月12日（月）

11月19日（月）

富士見地区

12月06日（木） 富士見地区

11月15日（木） 本郷・落合・境地区

資源物の収集資源物の収集

粗大ゴミの収集粗大ゴミの収集

役場窓口業務 延長日役場窓口業務 延長日

　 生涯学習課社会体育係　☎62-2400　　2750有

休日当番医・薬局休日当番医・薬局

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

相談・説明会名 日　　　　時

日　　　時 事　　業　　名 会　　　　場

会　　　　場

相談・説明会相談・説明会

スポーツスケジュールスポーツスケジュール

結 婚 相 談
11月13・20・27日（火）
12月2日（日）
午後1時～午後6時

女 性 の た め の

悩 み 相 談
一般相談は電話で受付
（毎週火曜日～土曜日）

フリースポーツデー
町民センター
海洋センター

12月10日（月）
午後7時～

体育施設利用者会議

※茅野市国際スケートセンター及び八ヶ岳スケートセンターの利用券は、
　11月20日（火）より町民センター窓口で販売する予定です。

町民センター

11月14日（水）
午前10時～

町民センター
総合型地域スポーツクラブ事業

ストレッチの集い

11月18日（日）
午前9時30分～

海洋センター
総合型地域スポーツクラブ事業

ウォーキング

11月16日（金）
午後7時30分～

ヨーガ教室（第3回）
（27日：開講式）

町民センター
11月13・20・
27日（火）
午後7時～

日　　　時 行　　事　　名 会　　　　場

主な行事主な行事

11月11日（日）
午前9時～

11月11日（日）
午後2時～

町　　内火災予防パレード

11月11日（日）
午前6時30分～

町内社会体育施設秋季体育施設一斉清掃

12月2日（日）
午前9時30分～

町民センター
第25回

富士見町生活展

長野県蓼科高等学校
ジャズクラブコンサート
in 日本装飾美術学校

日本装飾美術学校
校内エントランス

役場1階  102会議室
出 張 国 民 年 金
納付・納付記録相談

行 政 書 士
無 料 相 談 会

11月20日（火）
午後2時～午後6時

11月21日（水）
午前10時～午後4時
面談または電話相談
〈相談内容〉
建設業及び農地法関係

町民センター出張年金給付相談
12月5日（水）
午前10時～午後3時

町民センター心 配 ごと 相 談
11月16日（金）
午前10時～午後3時

町民センター行 政 相 談
11月16日（金）
午前10時～午後3時

税理士税務相談
11月14日（水）
午前10時～正午

結婚相談所
（消防署隣り）
☎62-7853

県男女共同参画センター
（岡谷市）☎22-8822

11月14日（水）
午後2時～

茅野広域シルバー人材
センター ☎73-0224

シルバー人材センター

入 会 説 明 会

18日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

11日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

ミツワ西友薬局
☎62-7586

23日（金・祝） 高 原 病 院
☎62-3030

25日（日）
文化ヶ丘医院
☎62-2046

さくら藤沢薬局
☎61-1815

ミツワ西友薬局
☎62-7586

藤 沢 薬 局
☎62-2106

さくら藤沢薬局
☎61-1815

02日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

藤 沢 薬 局
☎62-2106

09日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

期　　日 当  番  医 当番薬局

１１
　
　
　
　
　
月

１２
　
　
月

11日（日）

17日（土）

18日（日）

23日（金）

24日（土）

25日（日）

01日（土）

02日（日）

08日（土）

09日（日）

１１
　
　
　
　
　
月

１２  

　
　
月

山 本 管 工 事

戸 井 口 建 設

三 善 工 業

坂 本 鉄 工 所

窪 田 設 備

窪田鉄工設備

エ ン ド ウ

リビングクボタ

富 士 見 設 備

太 陽 住 設

６４-２６４９

６５-３２１３

６６-２０７８

６２-２０６５

６２-７００４

６２-３２５３

６２-５６５６

６２-５３９１

６２-２４２１

６２-２０９３

８９４０

５３９６

３１５３

５８３３

２７６６

２７３２

３７１２

８６９０

月　　日 当　番　店 有線電話

※プラスチック類のみ

長野県行政書士会館
☎026-224-1300

下諏訪商工会議所会館
☎28-6666

問
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地 域 乳 幼 児 相 談

乳 幼 児 相 談

母 親 学 級 ㈫ お産のお話

おやこふれあいのひろば（工作をしよう）

　 住民福祉課保健予防係　☎62-9134　　9134

20

◆来所・有線電話相談
　　月～金曜日　8:30～17:00
　　　　　　　　8200
◆電話相談（２４時間対応）
　　　　　　　☎62-8200�
お急ぎでない方は、できるだけ平日
の昼間にお願いします。

有

◆相談・教室

11月28日（水） 午前10:15～11:15

11月14日（水）

11月20日（火）

午前9:30～9:45

午後1:10～1:20

子育てひろばAiAi
（町民広場：研修センター）

11月12日（月）

12月03日（月）
午前9:30～10:30 保健センター

保健センター

事　　　業　　　名 期　　日 受　付　時　間 会　　場

有

11月の保健日程11月の保健日程（11月11日～12月10日）

◆健康診査・予防接種

4 ヵ 月 児 健 診

7 ヵ 月 児 健 診

10ヵ 月 児 健 診

2歳 児 歯 科 健 診

3 歳 児 健 診

B C G

3 種 混 合

平成19年7月生まれの人

平成19年4月生まれの人

平成19年1月生まれの人

平成17年9月～10月生まれの人

平成16年9月～10月生まれの人

平成19年3月生まれまでの人

平成19年4月生まれまでの人

生後3ヵ月～6ヵ月未満で未接種の人

午後1:10（集合）

午後1:10（集合）

午後1:45（集合）

午後1:10（集合）

午後1:10（集合）

午後1:30（集合）

午後1:15～1:50（受付）

11月29日（木）

12月15日（水）

12月15日（水）

11月27日（火）

11月21日（水）

11月16日（金）

12月10日（月）

11月26日（月）

保健センター

事　　業　　名 対　　　　象 期　　日 時　　間 会　　場

〈富士見町健康カルタ〉

高原の  野菜を食べて  いい体
平成18年度  落合小学校6年　中山 裕貴 さん

悪質商法にご注意を!!
　「富士見町は田舎だから大丈夫」と安心していませんか。実際、町内で「被害にあう

ところだった」という話も聞きます。今回は悪質商法の主な手口とだまされないための

ポイントをご紹介します。

　契約・購入は計画的に行いましょう。また、工事等は地元や顔見知りの業者さんに相談すると安心です。

　「契約してしまったが解約したい・・・」そんなときは、クーリング・オフ制度があります。クーリング・

オフの期間は、契約した日から８日間です。解約される場合は、早めに おかや消費生活センター

（☎23-8260）または、役場住民福祉課住民係（☎62-9112　有9112）にご相談ください。

㈰はっきり断る‥‥遠慮は無用です
㈪うまい話しはまず疑う
　　‥‥うまい話はそうそう転がっていません
㈫気軽に財産の内容を教えない
　　‥‥ふところ具合を尋ねる業者は要注意です
㈬署名、押印はうかつにしない
　　‥‥内容をよく確かめてから契約しましょう
㈭迷ったら一人で悩まず、まず相談
　　‥‥契約する前に家族と相談しましょう

○訪問販売（点検商法）

　不意に訪れて、無料で点検検査を行い「こんな布団では病気になる」と高額な布団の購入をせまった

り、「ずれている瓦を直さないと雨漏りする」「床下が腐っている」と不安をあおり高額な住宅のリフォ

ーム等の契約をせまります。契約を急がせる業者には注意が必要

です。

○催眠商法

　日用品などを無料で配るなどして人を集め、高額な商品を売り

つけます。タダほど高いものはありません。会場に入ったら何も買

わずに帰るのは至難のワザ。会場に行かないのが一番です！

○送りつけ商法

　注文していないものを一方的に送りつけます。送られてきても、

代金の支払いや返送の必要はありません。商品は14日間保管す

れば自由に処分できます。

＜だまされないための心得5か条＞

問
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㈱ニチレイガーデン　オープンハウス 開催!

　富士見町乙事の�ニチレイガーデンでは、富士見町が特産品と

して認定する国内では大変珍しい冷涼性洋ラン「彗星蘭（オドント

グロッサム）」の栽培温室を一般公開するオープンハウスを開催

します。

　ここニチレイでは、20連棟のハウスでおよそ12種23万株を

栽培しており、富士見町が彗星蘭の栽培日本一を誇る産地である

ことを地元の皆さんに知っていただくために、最盛期を迎えるこ

の時期に毎年開催しているもので、昨年は約500人の来場者で

賑わいました。

　3回目を迎える今年も施設見学のほか、彗星蘭や胡蝶蘭を市価の30～50％OFFで販売するコーナーや洋ラン

栽培相談コーナーを設け、町民の皆様のご来場をお待ちしています。�

詳しくは、新しいまちづくり係のホームページ　新まち通信
http://www.town.fujimi.nagano.jp をご覧ください

『大根葉入り酢めし』

出展　新田たつば会

大人の部　☆優秀賞

【材　料 （4人分）】

米：3カップ　 きび：半カップ　 水：3カップ
＊合わせ酢（酢：1／3～半カップ　 塩：大さじ2／3　 砂糖：大さじ2）
＊調味料（しょうゆ、酒、砂糖、みりん･･･それぞれ適量）�
大根葉：100ｇ　 ズッキーニ：100ｇ　 人参：80ｇ　 かつお節：2パック
のり：半枚
＊いりごま（白）、チーズ･･･それぞれ適量�
＊油、塩・・・それぞれ少々

【作り方】

米を洗って30分ほどおき、きびと一緒に分量の水で炊く。
ご飯をすし桶にあけ、合わせ酢をかけて、切る様に混ぜ合わせ酢めしを作る。
大根葉は内側のやわらかい茎を取り、塩少々を入れた湯で１～２分ゆで（固ゆ
でがよい）手早く水にとる。水気を
切って細かく刻む。
ズッキーニ・人参は細めに切り、チ
ーズは角切りにする。
大根葉・ズッキーニ・人参は油で炒
め、調味料で味つけし、最後にかつ
お節を入れ混ぜる。
酢めしに㈭とチーズ・いりごまを混
ぜ合わせ器に盛り、のりをちらす。
※きびは3時間以上水にひたして
　おく。

～このコーナーに関する“ご意見ご感想”をお寄せください～

　　 総務課新しいまちづくり係　☎62-9328　　9328　E-mail：shinmachi@town.fujimi.nagano.jp

◆かつお節は野菜と油で炒めずに、
酢めしに混ぜてもよいです。

◆大根がおいしい季節になりました。
葉も上手に利用して、おいしくビ
タミンを摂りましょう。

新田たつば会の皆さん

㈰
㈪
㈫

㈬

㈭

㈮

■日　時：11月23日（金・祝）　午前10時 ～ 午後3時

■会　場：�ニチレイガーデン
※この日以外でも施設見学や鉢物の直売を行っていますので、お気軽に

　お出かけください。

【お問い合わせ：連絡先】　�ニチレイガーデン

　　〒３９９-０２１３　富士見町乙事2746

　　☎62-8741　　62-8757 　http://www.nichirei.co.jp/flower/

問

℻

有
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　「コーディネーショントレーニング」とは耳慣れ

ない言葉ですが、簡単にいうと運動神経を良くす

るトレーニングのこと。特に幼少期に脳～神経～筋

肉への動きの伝達訓練を行うことにより、身体を思

うように動かす能力を高めることができるそうです。

　9月22日には町民センターで講習会が開かれ、

スポーツ関係に携わる皆さんがじゃんけんゲーム

など簡単な遊びを利用したトレーニング法を学び

ました。

　9月21日 グリーンカルチャーセンターにおいて、

第43回戦没者追悼式が行われました。�

　戦争の犠牲となられた方々の御霊を慰めるとと

もに、平和のありがたさを忘れることなく、後世に

引き継いでゆきたいと思います。 コーディネーショントレーニングで
運動神経を鍛えよう

9/21･22　町内2中学校で文化祭 開催！

戦没者追悼式

　テーマの「ＺＥＳＴ」は、熱中すること・楽しむこと・開

校50周年を迎え特別な年であり、これまで学校を支え

てくださった方たちへの感謝・思いやりの気持ちを合

わせて作られました。

　意見発表会・各種ステージ発表・体育レク・音楽会の

他、生徒たちの育てたシイタケの販売などもあり、95

人がひとつになった温かな文化祭でした。

　全校の協力で創り上げたすずらん祭、各種ステージ

発表・敬老の集い・体育祭・合唱コンクールなど、これ

までの学習や活動の成果を存分に発揮した生徒たちは、

スローガンどおり達成感に満ち溢れた満願の笑顔でし

た。努力すること、協力し合うことを通して、生徒たち

の心の絆は一層深まったことでしょう。

富士見高原中学校 『第20回 すずらん祭』 南中学校 『第49回 白樺祭』

スローガン Let′s make a ring of“Hearts”
～心の底からの笑顔を～

テーマ “ZEST”
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第30回 町民スポーツ祭

　10月8日と14日の両日 町内スポーツ施設にお

いて、町民スポーツ祭が開催されました。開会式で

は、スポーツ振興に貢献された皆さんに感謝状が

贈られた他、30人31脚で全国大会に出場する富

士見小学校5年2部の皆さんの実演も行われました。

　今月から「うちの村のお宝紹介」のコーナーをつくりました。町内の集落の文化遺産や景観、行事、区民の皆さ

んの取り組みなどを東から順にご紹介していきます。

　お互いの地域を知り合うことで、町中が今まで以上に仲良く手を取り合っていけたらと思

います。取材の際は、ご協力をよろしくお願いします。

　第1回目の今月は、葛窪の文化遺産のひとつをご紹介します。

　境小学校方面から中央自動車道を越え、少し進むと右手に下る坂があり、その坂の右手

斜面に三十三番と呼ばれる石仏が三十三体並んでいる霊場があります。

　この石仏群は、弘化３年（1846年）、葛久保村・圓見山村の人々により建立されました。近

畿地方を中心とした33ヶ所のお寺の本尊様と同じ観音様を安置し、そこにお参りするこ

とで、本尊様へのお参りと同じ供徳を

得られるようにとの願いからつくられ

たものだそうです。

　昭和の初め頃までは８月17日に「三十三番のお祭り」が盛

大に行われていました。現在は同じ日に高齢者クラブの皆

さんが草刈りと清掃をし、観音様の下段の両端にある松の

木にしめ縄を張り33枚のおしんめをさげ、安楽院でお念仏

を唱えているということです。

　この近くには他にも石碑がいくつかあり、昔の人々の往

来の様子などを知ることができます。

　10月15・16日の両日、姉妹町西伊豆町の老人

クラブ連合会の皆さん28人が来町し、富士見町高

齢者クラブ連合会の皆さんとマレットゴルフや交

流会で親睦を深めました。

　西伊豆町の連合会長さんからは、「富士見町は広々

していてスケールが大きい。空気がきれいでいい

ですね。」とお言葉をいただき、大変ありがたく思

いました。

　これからも心通うお付き合いをしていきたいで

すね。

町高齢者クラブ連合会

姉妹町西伊豆町老人クラブと交流

富士見小学校5年2部の30人31脚の実演

役場屋上で来町記念に役場屋上で来町記念に

うちの村のお宝紹介うちの村のお宝紹介うちの村のお宝紹介 第1回 葛窪『西国三十三番』

〈案内人〉

加々見一郎さん

『西国三十三番』

次回は先達をご紹介します。

つ ぶ ら み
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平成18年度 ふじみ景観賞
入選作品紹介

平成18年度 ふじみ景観賞
入選作品紹介

　9月23日、宇久須のクリスタルビーチで、観光

協会主催の「夕映えの響き」が開催され、多くの来

場者で賑わいました。このイベントは、春分の日と

秋分の日前後の年二回開催されています。

　町内外の参加者による大声コンテストや、地元

子どもたちのフラダンスが披露された後、午後5

時から「ペドロ＆カプリシャス」のコンサートが約

一時間行われました。「五番街のマリー」「ジョニ

ィへの伝言」などが流れると、70年代の懐かしい

メロディに耳を傾け、時おり歌を口ずさむ人たち

の姿も見られました。この日の日没時刻は午後5

時42分。駿河湾に沈むオレンジ色の夕陽が、コン

サートをさらに盛り上げました。日没後、地元青年

部による勇壮な手筒花火も披露され、客席からは

大きな拍手と歓声が湧き上がり、大盛況に幕を閉

じました。

●この広報は再生紙を使用しています。

休日・夜間の緊急医電話番号案内　長野県救急医療情報センター 　TEL 0120-890-422

『橋　脚』
雨　宮　　 泉  （富里）

◆町 の 人 口　10月1日現在住民基本台帳（前月比）
　　　　　　　総人口／15,522人（－1）
　　　　　　　男 7,607人（－3）　女 7,915人（＋2）
　　　　　　　世帯数／5,672世帯（＋3）
◆発　行　日　平成19年11月1日
◆編集・発行　富士見町役場
　〒３９９-０２９２  長野県諏訪郡富士見町落合10,777
　　　　　　　ＴＥＬ 0266-62-2250（代）
　　　　　　　ＦＡＸ 0266-62-4481
◆ホームページ　http://www.town.fujimi.nagano.jp
　　　Ｅメール�fujimi@town.fujimi.nagano.jp
◆印　　　刷　�富士見印刷

ユニーク景観部門【ユニーク景観賞】

夕陽と名曲に酔いしれる 「夕映えの響き」 開催

　9月から10月にかけて、多くの集落で秋祭りが行われました。

私の区でも午前中は子ども神輿や長持ちが区内を練り歩き、午後

は区民手づくりの演芸会が開かれました。この日を迎える陰には、

関係者の皆さんの大変なご苦労があったことと思いますが、子ど

もたちの歓声や演芸会に村中から集まった人たちの笑い声に、村

がひとつになったような気がしました。そして、長持ちを担ぐお父

さんたちの笑顔が、仕事場で見る顔と違って心の底からの穏か

さに満ちていることに気づいた時、これがふるさとの温もりな

のかもしれない・・・ふっとそう思った一日でした。・（Ｙ.Ｏ）

夕陽をバックに名曲を披露するペドロ＆カプリシャス夕陽をバックに名曲を披露するペドロ＆カプリシャス

　 富士見町図書館　☎62-7930　　8142

富士見の漬物レシピは図書館で！
　秋も深まり、霜が降りるのももう間近、いよいよ漬

物の時季ですね。表紙でご紹介しましたたくわん漬

けの他、信州の名物といえば野沢菜漬け。塩味・味噌

味・醤油味と町内のご家庭のオリジナル漬物レシピ

を富士見町図書館に用意いたしました。どうぞ、ご利

用ください。

写真：三井崇子さん（乙事）

問 有


